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編集後記
　新型コロナウイルス感染症の流行も3年目となりました。感染対策
として、マスクの着用と手洗いは「新しい生活様式」として定着して
きたことは良いことですがマスク越しの笑顔は伝わりづらいもの
です。さて、当院は2022年3月31日に「地域医療支援病院」として
新たな役割を担いながら、地域の皆様と共に、医療と福祉の連携を
紡いでいきたいと思います。
　新たな中央棟で、心機一転し頑張りますのでよろしくお願いします。（Ｔ）
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同愛記念病院の理念
同愛記念病院は、地域の要請をふまえ
地域の基幹病院として親切で適切な医療を提供し社会に貢献します。

病院運営基本方針
私たちは、次により地区の基幹病院としての役割を果たしてまいります。
１　地域に密着した救急医療及び「すみだ平日夜間救急こどもクリニック」を行います。
２　医療機関、施設、医師会等との連携を推進し、地域の医療及び福祉サービスの充実と向上に貢献します。
３　患者さんの権利を尊重し、インフォームドコンセントを充実させ、患者さんに寄りそった医療を行います。
４　職員は絶えず自己研鑽を行いより高い専門性を発揮できるよう努めます。
５　医療安全対策を強化し、信頼される医療を行います。
６　医療を通じて社会貢献を継続するために健全な病院運営を行います。
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　当院は、2022年3月31日付で東京都知事より地域医療支援病院の承認を受けました。地域医療支援病
院は、紹介患者に対する医療提供、医療機器の共同利用との実施を通じて、かかりつけ医、かかりつけ歯
科医等を支援し、効率的な医療提供体制の構築を図ることを目的としています。また、東京都は2021年10月
より承認条件に新たに感染医療の提供、災害医療の提供を加えました。
　今後も当院の理念である地域の要請を踏まえ地区の基幹病院として親切で適切な医療を提供していく
所存であります。
  つぎに整備を進めてきました中央棟とエントランス棟が完成いたしました。2022年8月29日より中央棟の使用
開始、外来診療受付開始となります。中央棟の病床数は330床、延床面積16,610.88平方メートル、地上12
階建ての免震構造です。当院の病床は療養病床30床と併せて360床となります。病院の出入口となるエント
ランス棟は、2階がコンビニエンスストア3階に保育園があります。今後の整備計画は、診療棟改修、旧病棟解
体及び平面駐車場と外構整備を行い2023年１２月には新病院としてグランドオープンを予定しております。
新病院は、患者さん、住民の方々、地域医療機関など、地域から信頼され選ばれる病院を目指しております。
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医療政策の動向に応じた運用
● 医療政策の動向及び地域の医療需要に合わせ、
　病床転換に柔軟に対応できる体制を目指す。

病床規模
● 新病院における病床規模は、過去の病床利用率、
　将来の医療需要及び経営の効率化を勘案し、
　地域の医療ニーズに応えるよう規模縮小による適正化を図る。
● 病床規模は、現行の403床から360床とする。

急性期病院
● 当院はこれまで地域の中核的な病院として
　役割を果たしてきた。
● これからも地域の急性期病院として
　中核的な役割を果たすととともに、
　更なる機能の充実を目指す。

選ばれる病院
● 患者、住民、地域医療機関などから信頼され、
　選ばれる病院であることが重要である。
● 明確な医療の方向性の下に、医療水準が高く、
　特色のある診療機能を有する病院を目指す。

救急医療
地域の需要に対応できる救急医療提供体制の整備

災害医療
東京都災害拠点病院の指定に向けた施設整備

予防医療
健康機能強化フォローアップ体制の充実 地域医療連携

● 医療機能の分化と強化を推進していくために、積極的
な地域医療連携体制の構築を図り、地域医療支援病
院の承認。（2022年3月31日）　

● 生活習慣病等の疾病予防や疾病の早期発見の重
要性を考慮し、健診件数の増加に対応できるよう
健診機能を強化する。

● 地域の中核病院として、より一層の救急医療
体制の充実及び救急対応診療範囲の拡充を
行う。

● 災害時に中核的な役割を果たすための施設整備を行
うとともに、東京都災害拠点病院の指定を目指す。
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新病院の方向

❶患者・家族の視点に立った快適な
　医療環境の整備

❷スタッフが動きやすい業務スペースの確保

❸ユニバーサルデザインの導入など
　安全性への配慮

❹医療の進歩に対応し得る施設づくり

❺災害に強い施設づくり ❻環境に配慮した施設づくり

医療機能の
方向

新病院整備の
方向

新病院の基本的な考え方

詳しくはこちら

４階建 ・ 延床面積883.38㎡ ・ 耐震構造

構造・規模  ・ 地上12階建　免震構造　・ 延床面積　16,610.88㎡

療養病床数　● 30床 合計病床数　● 全360床

出入口

エスカレーター

医療連携ニュース創刊にあたり
～地域医療支援病院名称承認、中央棟・エントランス棟完成～
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として、マスクの着用と手洗いは「新しい生活様式」として定着して
きたことは良いことですがマスク越しの笑顔は伝わりづらいもの
です。さて、当院は2022年3月31日に「地域医療支援病院」として
新たな役割を担いながら、地域の皆様と共に、医療と福祉の連携を
紡いでいきたいと思います。
　新たな中央棟で、心機一転し頑張りますのでよろしくお願いします。（Ｔ）

循環器内科、血液内科、糖尿病・代謝内科、腎臓内科、消化器内科、
神経内科、一般内科、神経科・精神科、呼吸器内科、小児科、
外科、整形外科、形成外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、
眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科

診療科目のご案内

交通のご案内ホームページアドレス　http://www.doai.jp/

社会福祉法人 
同愛記念病院財団同愛記念病院
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同愛記念病院の理念
同愛記念病院は、地域の要請をふまえ
地域の基幹病院として親切で適切な医療を提供し社会に貢献します。

病院運営基本方針
私たちは、次により地区の基幹病院としての役割を果たしてまいります。
１　地域に密着した救急医療及び「すみだ平日夜間救急こどもクリニック」を行います。
２　医療機関、施設、医師会等との連携を推進し、地域の医療及び福祉サービスの充実と向上に貢献します。
３　患者さんの権利を尊重し、インフォームドコンセントを充実させ、患者さんに寄りそった医療を行います。
４　職員は絶えず自己研鑽を行いより高い専門性を発揮できるよう努めます。
５　医療安全対策を強化し、信頼される医療を行います。
６　医療を通じて社会貢献を継続するために健全な病院運営を行います。
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